
「バートナーシッブ構纂宣●」

当社は、サブライチェーンの取引先の嘗樺や●●劃造を図る事集者の皆様との遍携・共存共栄を

遣めることで、斬たなパートナーシッブを構纂するため、以下の項目に重点的に取り輯むことを宣

言します。

1 サブライチェーン金体の共存共棗と蠣纏・纂劉攀を鱈えた麟たな遍構

直榛の取引先を逼じてその先の取引先に働きかける(「TierN」から「TierN+l」へ）ことに
より、サブライ.,.ェーン全体での付加●●剛上に取り組むとともに、既存の取引鯛繹や企●耀槙

専を趙えた遍携により、取引先との共存共果の構纂を目撞します。その朦、災害睛疇の事●纏観

や働き方改革の観点から、取引先のテレワーク畢入やBCP(事●纏艤tt圃）鑽定の助言専の支援
も進めます。

（●別項目）

a. IT寅肇支援（共通EDIの構鱚、データの相互利用、 IT人材の冑咸支援、サイパーセキュリ
ティ対繁の助貫・支援攀）

2. 「●舅基皐」の遵守

蠣事婁看と下讀事婁看との望ましい取引慣行（下鯛中小企纂撮員滋に基づく「●興基準J)を遵

守し、取引先とのパートナーシッブ蠣聾の妨げとなる取引慣行や憲慣行の是正に積樋的に取り纏

みます。

①●椿挟宣方滋

不合珊な原価低戴璽請を行いません。取引対僅の決定に当たっては、下請事彙看と定綱的な

（半期に 1回種虞）協●を行うとともに、下請事●看の遍正な利益を含み、下請事婁看における労

働彙件の改善が可饒となるよう、十分に協議して決定します。その朦、「労務費の遍切な転鑢の

ための価格交渉に闘する指針」に掲げられた行動を遍切にとった上で決定します。また、鳳材料

費やエネルギーコストの高騰があった場合には、遍切なコスト増加分の全額転鑢を目指します。

なお、取引対僅の決定を會め契約に盪たっては、契約彙件の書iii攀による晴示・交付を行いま
す。

②亭瓢などの支払彙件

下讀代會は環金で支払います（今懺も糧力は電子記鎌債櫓疇へ支払い方法賣更は行いません）。

③ 知的財慶•ノウハウ

「知的財塵取引に関するガイドライン」に掲げられている「基本的な肴え方」や、「契約書ひ

な形」を鰭まえて取引を行い、片務的な鳩密景袴契約の編轄、取引上の立湯を利用したノウハウ

の開示や知的財塵櫓の撫償譲渡などは求めません。また前記事項は従婁員についても鬱塵いたし

ます。

④●き方改革攀に伴うしわ書せ

取引先も●き万改革に対応できるよう、下謂事婁者に対して、遍正なコスト負担を伴わない短

納期覺注や急な仕様賓更を行いません。災害崎疇の緊急を璽する場合においては、下讀事婁者に



取引上一方的な負捐を檸し付けないように、また、事●膏開鴫攀には、できる隕り取弓IIIJ係の纏
続疇に配慮します。

3. その蝕（任●記叡

•お取引先樺との帽互酬彗の●重と、曇蝙・馘賽の糟神に基づき、より皇いバートナーシッブ

蠣肇に鰐めていき拿す．

・事●届馳によって得た積益及びコストダウンしたことによる利益配分をお取引先樺との間で

按分し、フィフティ・フィフティに近づくことができるよう努めます。

•取引先事には不皇、不合珊な儘蝙は当鰈せず、軍引●椿についてはデータ（帽湯●）に基づき
合珊的に決定します．

令和6年12月10日

粍孟拿猛鷺■P蘊
企● 名

代費取縛役贄鼻一載
役職・氏名（代覆帽を賓する看）

（●壽）

•本宣雷は、（公財）金111中ヽJヽ企●●舅櫨●協食が運営するポータルサイトに掲●されます。
•主務大臣から「撮舅基準」に基づき憎尋又1"'1●が行われた湯合など、本宣言が履行されていないと認められ
る場合には、本宣書の掲戴が取りやめになることがあります。
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